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社
整
審

分
科
会
住
生
活
基
本
計
画
見
直
し
へ

東
管
協
組
執
行
部
役
員
が
記
者
会
見

設
備
展
大
成
功
を
飛
躍
の
糧
に

社
会
資
本
整
備
審
議
会
は

１２
月
１６
日
、
東
京
・
霞
が
関

の
中
央
合
同
庁
舎
３
号
館
会

議
室
で
第
５９
回
「
住
宅
宅
地

分
科
会
」
（
分
科
会
長
・
齊

藤
広
子
横
浜
市
立
大
学
国
際

教
養
学
部
教
授
）
を
開
催
し

た
。
住
生
活
基
本
計
画
の
見

直
し
へ
論
点
を
整
理
し
、
２

０
５
０
年
の
住
生
活
を
見
据

え
た
取
り
組
み
の
方
向
性
を

確
認
し
た
。

住
生
活
基
本
計
画
（
全
国

計
画
）
は
住
生
活
基
本
法
に

基
づ
き
国
民
の
住
生
活
の
安

定
確
保
・
向
上
促
進
を
図
る

基
本
的
な
指
針
。
現
行
の
計

画
は
２
０
２
１
年
に
閣
議
決

定
さ
れ
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
を
活
用
し
た
住
宅
の
生

産
・
管
理
・
契
約
・
取
引
や

災
害
対
策
な
ど
８
つ
の
目
標

を
掲
げ
て
い
る
。
お
お
む
ね

５
年
ご
と
に
見
直
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
同
分
科
会
で
議

論
を
進
め
て
い
る
。

論
点
整
理
で
は
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
よ
る
脱
炭
素
社
会
の
実
現

を
め
ざ
し
、
今
後

１０
年
で
取
り
組
む

施
策
の
方
向
性
や

国
・
自
治
体
・
業

界
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

・
住
宅
関
係
企
業

が
果
た
す
べ
き
役

割
な
ど
を
提
示
。

と
く
に
居
住
者
の

世
帯
属
性
や
高
齢

者
・
子
育
て
世
帯

の
動
向
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
の
現
況
、
住
宅
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
、
住
宅
性

能
基
準
、
気
候
変
動
・
災
害

に
対
す
る
安
全
性
、
既
存
住

宅
の
活
用
と
流
通
促
進
、
住

宅
市
場
を
支
え
る
人
材
の
確

保
・
育
成
な
ど
を
め
ぐ
っ
て

活
発
な
意
見
交
換
を
繰
り
広

げ
た
。

同
分
科
会
は
今
後
５
回
程

度
開
催
す
る
予
定
で
来
年
１１

月
を
め
ど
に
報
告
書
を
ま
と

め
る
。

東
京
都
管
工
事
工
業
協
同
組
合
（
五
十
嵐
隆
理
事
長
）
は
１２
月
１１
日
、
港
区
赤
坂
の
東
京
都
管
工
事
会
館
で
記

者
会
見
を
開
き
、
組
合
活
動
の
一
年
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
新
年
の
抱
負
を
明
ら
か
に
し
た
。
今
年
は
第
５６
回

管
工
機
材
・
設
備
総
合
展
を
開
催
し
、
過
去
最
大
規
模
の
約
１
万
８
千
名
超
が
来
場
す
る
な
ど
大
成
功
を
収
め

た
。
こ
れ
を
新
た
な
飛
躍
の
糧
と
し
て
管
工
事
業
界
へ
の
若
者
の
入
職
促
進
や
災
害
時
の
復
旧
支
援
体
制
強
化
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な
る
周
知
な
ど
に
一
致
団
結
し
て
邁
進
し
て
い
く
。

当
日
の
記
者
会
見
に
は
五

十
嵐
理
事
長
を
は
じ
め
上
杉

貴
志
副
理
事
長
、
新
家
功
一

副
理
事
長
、
藤
田
克
仁
副
理

事
長
、
近
藤
基
博
総
務
部
会

長
、
保
科
悟
事
業
部
会
長
ら

が
出
席
。
柳
沢
史
典
事
務
局

長
の
司
会
で
冒
頭
、
五
十
嵐

理
事
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
今
年
は
元
日
に
能
登
半
島

地
震
が
発
生
し
、
当
組
合
も

被
災
地
に
出
動
し
て
応
急
復

旧
支
援
活
動
を
展
開

し
た
。
今
回
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
災
害
時

の
体
制
強
化
に
努
め

た
い
。
ま
た
１０
月
に

設
備
総
合
展
を
開
催

し
、
お
か
げ
さ
ま
で

過
去
最
大
規
模
の
来

場
と
な
っ
た
。
新
年

も
業
界
へ
の
若
者
の

入
職
促
進
や
技
術
・

技
能
の
継
承
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
の
一
層

の
周
知
な
ど
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
。
課
題
は
多
い

が
一
致
協
力
し
て
着
実
に
解

決
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強

く
述
べ
た
。

今
年
の
活
動
を
振
り
返
る

と
、
能
登
半
島
地
震
で
は
１

月
１８
日
か
ら
５
月
３１
日
ま
で

３２
社
延
べ
４１
班
を
輪
島
市
に

派
遣
。
断
水
解
消
な
ど
に
貢

献
し
、
都
知
事
感
謝
状
を
受

け
た
。
設
備
展
で
は
復
旧
支

援
活
動
を
パ
ネ
ル
で
展
示
し

た
主
催
者
企
画
コ
ー
ナ
ー
や

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興

を
願
う
石
川
物
産
展
な
ど
が

好
評
を
博
し
、
来
場
者
は
３

日
間
で
計
１
万
８
３
４
５
名

に
達
し
た
。
さ
ら
に
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
の
認
知
度

向
上
や
事
務
局
組
織
の
改
革

な
ど
に
努
め
大
き
な
成
果
を

上
げ
た
。

新
年
は
行
政
と
一
体
と
な

っ
た
災
害
復
旧
支
援
体
制
の

再
構
築
や
若
者
を
中
心
と
す

る
人
災
確
保
・
育
成
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
の
充
実

に
よ
る
悪
質
業
者
対
策
な
ど

に
力
を
入
れ
る
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
組
合
活

動
・
組
織
の
飛
躍
的
な
展
開

を
め
ざ
す
。

部
門
別
の
取
り
組
み
で
は

上
杉
副
理
事
長
が
「
人
手
不

足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、

若
い
人
た
ち
を
惹
き
つ
け
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
た

い
」
、
藤
田
副
理
事
長
が

「
能
登
半
島
地
震
で
は
出
動

要
請
に
一
丸
と
な
っ
て
応
え

て
き
た
。
今
後
も
万
全
を
期

す
」
、
新
家
副
理
事
長
が

「
悪
徳
商
法
に
対
す
る
注
意

を
喚
起
し
、
関
係
機
関
と
連

携
し
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
の
周
知
を
図
っ
て
い

く
」
、
近
藤
総
務
部
会
長
が

「
さ
ら
に
事
務
局
の
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に
、
行
政
へ
の
要
望
活
動
な

ど
に
尽
力
す
る
」
、
保
科
事

業
部
会
長
が
「
設
備
展
へ
の

多
数
の
来
場
に
感
謝
し
て
い

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
通

じ
て
組
合
の
一
層
の
活
性
化

を
め
ざ
し
た
い
」
と
述
べ
、

決
意
を
新
た
に
し
た
。

若者の入職促進へ若者の入職促進へ

１年を振り返り新年に臨む

五十嵐理事長

取り組みの方向性を確認
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